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建学の精神
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(2)役員の数

幼稚園の概要

(単位 :人 ) (3)評議員の数 (単位 :人 )

令和5年度も両国ともに大きな事故もなく、おかげさまで安心・安全を基本として運営できたことは収穫でし
た。また継続してそれぞれに研修活動も活発に行われ、特に焼津豊田幼稚口では外部評価の一環として
ECEQ研修を実施し、一年を通して充実した研修活動を展開することができました。国内活動では新型コロ
ナの5類移行を機に、平常の形での運営に舵を取り、公開保育を含む行事の運営も開放的になつて子ども
や保護者にとつても楽しく充実した一年になつたと思います。今後ともより良い教育環境の構築に向けて努
力してまいる所存です。

「明るく心豊かに」を建学の精神として、4つの教育目標を掲げ、それらを達成すべく、独自の教育課程
のもとに年間指導計画を立案し、日々の保育に精進します。

学校法人名 学校法人 相愛学園
学校法人認可年月日

学校法人登記年月日 平成  53 年  12 月  28 日
設置する園名 設 置 認 可 年 月 日

焼津幼稚園 昭和12年 (1937)4月 1日

焼津豊田幼稚園 昭和32年 (1957)4月 1日

定 実数 任期

校長・園長 1 人 1  人 4 年

評議員 2 人 2 人 4 年

学識経験者 3 人 3 人 4 年

人 人 年

人 人 年

人 人 年

理

事

理事計 6 人 6 人 年

監事 2 人 2 人 4 年

選任区分 定数 実数 任期

教職員 4 人

卒業生 3 人 う   1
●  ^ 4 年

父母 人 人 年

学識経験者 6 人 二   :
V  ^ 4 年

人 人 年

人 人 年

人 人 年

評議員計 13 人 13 人 年

教
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針
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やるきのあるこに
よくかんがえるこに

体験学習を中心とした総合的な生活環境の構築を進め、幼児期に
身に着けたい発達課題の達成を目指します。

特徴
情操の陶冶に主眼を置き、感性の育成をねらつての造形教育・音楽教育や健全な心身あ肩成
をねらつての体育指導、屋外遊び、自然体験を園生活の軸とする。
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法人の概要

黎手)・ 平成  53 年  12 月 26 日

4  人

教育目標の 4つの柱



○焼津豊田幼稚園
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令和 5年度  事 業 報 告  (焼津豊田幼稚園)

○ 事業方針

毎日の生活の中で子どもの姿をしつかり見つめ、一人一人に丁寧に寄り添つていくことで子ども

理解につなげていくよう努める。個や学年、全体での成長や課題を教職員間で共通理解をしながら

保育の実践をしていくと共に、保護者とも共有するための記録や情報発信についても引き続き努力

していく。

また、子どもが安全で充実した園生活を送ることができるよう施設・設備の整備点検や環境の充

実 。安全管理に十分配慮し、心掛けていく。

○具体項目

項  目 計  画 事業の実際

教育計画

・教育課程 。年間指導計画に応じ

た月、週、日案を作成し実践する。

また、コロナは第 5類になったが

状況を確認 しながら柔軟に対応

する。

・教育経営計画書を作成し、保護者

に配布することで教育計画や内

容を理解してもらうよう努める。

・楽しい園生活が送れるよう、教育活動や環

境構成の工夫・改善に努めた。子どもの気

持ちを十分に配慮し、成長を助長できるよ

う取り組んだ。

・集団生活の中で、育つてほしい子どもの姿

と現状の子どもの姿との違いを踏まえ、教

育課程等の見直しを図っていった。

・教育経営計画書を示すことで、年間を通

して大まかな理解はできている。折に触れ

内容の確認をすることで保護者への意識

づけに努めた。

・保護者への意識づけについては、紙媒体だ

けでなくメールを利用した配信等も加え、

工夫をしながら対応するようにした。

研究計画

。各学期末に指導計画の見直しや

課題の把握・改善に努める。

・『主体的な子どもの姿を目指して』

という園内研修を上台に、ECEQ
研修に取り組む。

・焼私幼公開保育に取り組む。

・教育行事については、学期末や行事終了後

に検討会での振り返りを行い、次に繋がる

よう心掛けた。それらを経験することで一

人一人の自信となっていくよう配慮した。

指導計画の見直しについては、学年単位で

見直し全体での検討会で報告することで

共通理解に繋げた。

・昨年度から継続研修として行ってきたこと

を上台に、ECEQ研修に取り組んだ。
コーディネーターの先生方のご指導の下

園のこと・子どものこと等深く掘り下げて

話し合うことで、共通理解も深まり良い経

験となった。 2月 に報告書を提出し、4月

に認定書をいただいた。

ノ4‐



・外部教員研修会に積極的に参加す

る。

・自己点検・評価、保護者アンケー

トの実施。

また、R5年度焼私幼公開保育実施園とし

て公開保育を経験でき、勉強の一年となっ

た。

・焼私幼教員研修をはじめ各種研修会には積

極的に参加した。ハイプリット研修の機会

もあり、担任以外の級外職員も参加するこ

とができた。

・年度末に自己点検・評価、保護者アンケー

トによる振り返りを行った。

地域

連携計画

・保、少、中、高との連携を図る

・教育養成機関との連携を図る。

・地域行事への協力、参加する。

・未就園児の会を実施した。

・保育園・豊田中生 。焼津中央高校生との連

携は残念ながらできなかった。

・教育実習の学生を受け入れ実習指導。

・青少年健全育成大会は規模縮小開催。

・“とよだのまつり"の年中有志が出演した。

・地域の店舗の各催しへ園児の絵を出品。

・未就園児の会"つ くしんぼクラブ “を6月

より開始。園庭開放や遊びの会を実施し

た。

施設

設備計画

・給食用スチームコンベクションの修理

・裏の門扉取り換え

・延長保育こぼと組の遮光カーテン取り

付け

・保育室クロス等修理

・築山の盛土工事

。中央棟雨漏り補修工事

・にこにこの本の トンネルスライダー修

理 (半分完了。もう半分はR6年度修理

予定)

・園庭緑化事業関係事業

・計画した事業を完了。

・R6.3.4 業者による遊具一斉点検実施終了

管理

運営計画

・各種アンケー トを実施 した。

・年度末、園内において自己点検

評価を実施した。

・学校関係者評価委員会を開催し

外部評価を受けた。

・定期的に防災避難訓練を実施し

た。

・行事ごとにアンケー トを実施し、保護者の

声から園に対する思いを探った。成果と課

題については、検討会を行い改善に向けて

の意識を高めた。

・教職員、園長ともに自己点検・評価を行い

まとめた。

。その結果報告を含め、学校関係者評価委員

会を実施した。園内見学も含め意見聴取を

行い、次年度への課題とした。

・非常時に備えて定期避難訓練を実施。年間

2回の消防署への消防防災計画を提出、報

/『



・学校保健安全計画に従って各事業

を推進した。

告書の作成も行った。年長児は、消防署は

実施する花火教室を経験した。

・焼津市くらし安全課の方による防犯研修を

焼津幼稚園との合同研修として実施した。

・園児の健康増進のため養護教諭を中心とし

た健康管理教育を推進。保健だよりを通じて

家庭への啓蒙活動に努めた。昼食前の検温・

手指消毒は引き続き実施している。

財務計画 ・預金の充実を心掛けた 。なるべく無駄の排除に努めた

年度末2月 より、国内自己点検・評価を実施し、その結果をまとめた上で2月 28日 に学校関係者評

価委員会を実施し、園内保育見学とともに委員からの意見聴取を行い、学校評価総括を報告書としてま

とめました。その結果は園ホームページ上において一般公開しております。

以上、令和 5年度の事業報告といたします。

焼津豊田幼稚園長  佐野正子

/ι
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